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定期監査結果について 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項の規定による定期監査

を実施し、同条第９項の規定により監査の結果に関する報告を次のとおり決定した

ので、公表します。 

（当該監査の結果は、令和７年３月２５日に議長及び市長等に提出し、令和７年

６月２日に議会報告されています。） 

 

１ 監査の対象 

財政部 

財政課、課税課、収納課、契約監理課 

２ 監査の範囲 

令和６年４月（一部令和５年４月）から１０月までの収入、支出及び契約等財

務に関する事務 

３ 監査の実施期間 

令和６年１２月１３日（金）から令和７年３月２５日（火）まで 

４ 監査の実施内容 

監査に当たっては、周南市監査委員監査基準に従い、財務事務監査を中心に行

政監査の視点も取り入れ、市の事務の執行が法令等に則り適正に執行されている

か、合理的かつ効率的に執行されているかを主眼として実施し、全部又は一部を

抽出により関係書類を検査照合するとともに、関係職員から説明を聴取した。 

５ 監査の着眼点 

監査の実施に際し、過去の監査結果等を参考にリスク評価を行い、着眼点を設

定した。その主な項目は次のとおりである。 

 

 



 ⑴ 共通的事項 

ア 文書は適正に整理、保存されているか。   

⑵ 収入事務 

 ア 滞納状況及びその理由を明確に把握し、かつ記録しているか。 

⑶ 市税事務 

 ア 非課税、減免、課税免除、不均一課税、納期限延長の取扱い及び手続は、

法令等の規定に基づいて適正に行われているか。    

⑷ 契約事務 

ア 入札の公告、指名通知等の諸手続は適正、かつ公正に行われているか。 

イ 契約書、見積書等関係書類及び帳簿は確実かつ的確に整備されているか。

また、これらの内容は適正か。 

ウ 監督及び検査、検収、立会いは厳正に行われているか。 

⑸ 財産管理事務 

ア 物品は正しく分類整理されているか。また、備品管理シールなどは正確に          

貼付されているか。    

６ 監査の結果 

上記事項のとおり監査した限りにおいて、監査の対象となった事務は、法令等

に適合し、合理的かつ効率的な執行に努められており、おおむね適正に処理され

ていた。 

なお、軽微な事項等（合計 35 件）については、監査結果の講評の際に、文書

で指導した。 


